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SPECIAL REPORTS

デジタル時代の高性能TV

2011年7月のわが国におけるアナログ
放送終了にも見られるようにデジタルハ
イビジョン放送の普及が加速し，世界
的にも高精細デジタル放送が普及して，
TVと言えば液晶など薄型TVがあたり
まえになった。
表示デバイスもCRT（Cathode Ray 

Tube）のような走査線型ディスプレイ
からLCDやプラズマディスプレイなどの
薄型の画素型表示デバイスに替わり，
画素数も1,920×1,080画素のフルHD
（High-Definition）ディスプレイを用いる

薄型テレビの高性能・高機能化の動向とCELLレグザTM

Trends in High-Performance and Multifunction Flat-Panel TV Technologies and CELL REGZATM

高久　和光
■TAKAKU Kazumitsu

With the wide dissemination of digital high-definition (HD) broadcasting in recent years, flat-panel TVs including those equipped with a liquid 
crystal display (LCD) have become more common.     To overcome competitors and survive in the market, it is necessary to implement outstanding 
evolution by developing products with high performance and functionality in addition to basic functions such as reception of digital HD broadcasts.

Toshiba has developed the REGZATM LCD TV series of high-performance multifunctional TVs featuring high-level picture quality powered by an 
image-processing engine, as well as network and hard disk drive (HDD) recording functions.     The CELL REGZA, released in December 2009 as the 
flagship HDTV of the REGZA lineup, reaches the highest state of development of high-performance multifunctional TVs due to the incorporation of 
the Cell Broadband EngineTM high-performance multicore processor, which makes it possible to not only refine the performance but also acquire new 
functions by means of software updates.

テレビ（TV）と言えば，液晶ディスプレイ（LCD）などを用いる薄型TVがあたりまえとなってきている。デジタル放送も
普及期を迎え，単にデジタルハイビジョン放送が受信できる薄型TVというだけでは競争力がなくなり，性能や機能の新た
な進化が求められている。
東芝の液晶TVは，レグザ（REGZA）TMブランドで，高画質エンジンやネットワーク機能，磁気ディスク装置（HDD）録画

機能など高性能・高機能化を図ってきたが，その進化した結果としてデジタルハイビジョン液晶TV“CELLレグザ 55X1”
を商品化した。高性能プロセッサCell Broadband EngineTM（注1）（以下，Cell BEと略記）を搭載し，そのパフォーマン
スを生かして新次元とも言える圧倒的な性能や機能を実現した。高性能プロセッサの能力を使いこなすなかで，ソフトウェア
の重要性がますます増すとともに，ソフトウェアを更新することで容易に機能を付加したり性能を向上させることができ，
進化するTVを実現できる。

ことで，伝送される解像度と同じ画素数
での表示ができ，解像度の面では劣化
がなくなり，画質性能競争も新たな局面
となっている。

■ LCDとバックライト

LCDは，バックライト光源を液晶の
透過光量を制御することで映像表示す
るデバイスであり，透過光量を100 %遮
へいできないため，完全な黒を表現でき
ない。そのため，暗い映像のときにバッ
クライトの光量を下げる制御を行うこと
で，より黒を表現できるように改善され
ている。
バックライト光源としては冷陰極蛍光

管（CCFL）が多く使われてきたが，そ
の特性上，完全消灯までの制御は難し
い。発光ダイオード（LED）光源では完
全消灯までの制御が容易であることか

（注1） 当社，IBM社，ソニー（株），及び（株）ソニー・
コンピュータエンタテインメントの4社
で開発した高性能プロセッサ。Cell 
Broadband Engineは，（株）ソニー・
コンピュータエンタテインメントの商標。

ら，より高いコントラストを実現できる。
LEDバックライトの方式には，液晶
の背面に多数のLEDチップを並べた直
下方式と，液晶の縁に並べたLEDチッ
プから導光板で面内に拡散するエッジ
方式がある（図1）。
直下型LEDバックライトでは，画面
内の部分的な光量制御ができ，1枚の
映像フレームの中でも暗い映像部分で
はその暗さに合わせて光量を下げる部
分駆動LEDバックライト制御を行うこと
で，更に高いコントラストを表現できる。
LCDは，画素の明るさ情報を書き換
えてから次の書換えまで同じ明るさ情
報を保持するホールド型ディスプレイで
あり，画素が一瞬だけ光るインパルス型
ディスプレイと比べて，残像が残りやす
い。これを改善するために書き換えるフ
レーム周波数を上げ，画像の動き予測を
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使って中間補完フレームを生成する倍
速技術が使われている。
またバックライトを液晶の書換えフ

レームに同期させて点滅させ，インパル
ス型ディスプレイに近い効果を与える
バックライトスキャン技術も動画性能を
向上させる。LED光源では完全消灯ま
で制御できるため，より効果の高いバッ
クライトスキャンを実現できる。倍速技
術とバックライトスキャン技術を併用す
ることで，より動画性能を向上させるこ
とができる。
LCDの技術トレンドを図2に示す。
東芝の液晶TVでは，2007年から

120 Hz倍速液晶を採用し，2009年に商
品化したレグザ ZX8000シリーズから部
分駆動とバックライトスキャンの制御を
同時に行う直下型LEDバックライトを
採用している。
2009年に商品化したCELLレグザ 

55X1（図3）では，LEDの分割ブロック
数を512に拡大してLED部分駆動制御
を高精度化させた。また，バックライト
の部分駆動を消灯方向の制御だけでは
なく，画面の一部が明るい映像の場合
には，明るい部分で増光方向の制御も
行うことにより，500万：1のコントラスト
と1,250 cd/m2のピーク輝度を実現し，
一段階高い映像表現ができた。

■ 超解像技術

HDTV（High Definition Television）

CCFL

⒜ CCFLバックライト

拡散板 液晶パネル

⒝ LEDエッジバックライト ⒞ LED直下バックライト

LED

導光板 拡散板 液晶パネル

LED

拡散板 液晶パネル

図1．LCDの主なバックライト方式̶従来のCCFLに比べて,  LEDバックライト方式は完全消灯までの制御が容易である。特に,  LED直下方式は，画面内の部
分的な光量制御ができ，高いコントラストを実現できる。
LCD backlight systems

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 （年）

60 Hz

120 Hz

240 Hz
3D

直下LEDバックライト
部分駆動（高画質指向）

エッジLEDバックライト
（薄型指向）

CCFLバックライト

＜倍速技術＞

＜バックライト技術＞

図2．TV用LCDの技術トレンド̶液晶の高速化とバックライトのLED化が進み，動画性能とコントラスト
が改善するなど，いっそうの高画質化が進む。今後，3D（3次元）立体視対応のLCDも増えると予測される。
Trends in LCD technologies for TV

モニタ部

チューナ部

図3．CELLレグザ 55X1̶ 2009年12月に商品化したCELLレグザ 55X1は，モニタ部とチューナ部で
構成される。
CELL REGZA 55X1
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が普及したと言っても，DVDなどSD
（Standard Definition）画質の映像ソー
スもまだまだ使わてれている。また，わ
が国の地上波デジタル放送では伝送帯
域の関係でハイビジョンとは言っても
1,440×1,080画素で伝送されており，フ
ルHDに満たない。これらの映像をフル
HD LCDで表示するときには解像度の
変換が行われるが，通常の解像度変換
では，ダウンコンバート（画面サイズの縮
小）時もアップコンバート（画面サイズの
拡大）時も，スケーリングフィルタ（解像
度変換時の補間フィルタ）のため本来の
映像よりもぼけた映像となってしまう。
超解像技術は，解像度変換時の誤差

を推定し本来持っていたはずの映像情
報を再現する技術であり，特にダウンコ
ンバートされた映像をアップコンバート
するときに効果がある。
CELLレグザ 55X1では，従来のレグ

ザシリーズに搭載されていた再構成型
超解像技術に加えて，自己合同性を利
用した超解像技術や色信号の超解像技
術，ネット映像向けの圧縮ノイズ除去技
術を採用し，よりいっそうの高画質化を
実現した。

■ 高音質化技術

薄型TVでは奥行きが短いことから
スピーカの容積が小さくなりがちで，特
に低音の再現が難しい。そのために，ス
ピーカの背面からの放射を利用したり，
DSP（Digital Signal Processor）により
聴感上の低音感を再現する信号処理な
どの様 な々技術が用いられてきたが，根
本的な解決には至っていない。
CELLレグザ 55X1では，スピーカを

映像表示モニタ本体から分離してエン
クロージャ（スピーカボックス部）容積を
大きくし，低音用スピーカのウーファを
ダブルウーファとすることで低音再生能
力を確保している。また，ウーファと高
音用スピーカのツィータを別々のアンプ
で駆動するマルチチャンネル デジタルア
ンプ方式を採用し，本格オーディオシス
テムに匹敵する構成となっている。

2004 2005 2006 2007 2008 2009 （年）

160 Gバイト

300 Gバイト 500 Gバイト

3 Tバイト

LAN-HDD録画

LAN-HDD増設

USB-HDD録画

USB-HDD増設

＜HDD内蔵録画TV＞

＜HDD非内蔵録画TV＞ W録

W録

8チャンネル同時録画
CELLレグザ

T：テラ（1012）

図4．東芝のHDD録画対応TV̶内蔵のHDDが大容量化するとともに，市販のHDDを容易に増設で
きるため，長時間の録画ができるようになった。W録機能により同時に2チャンネルの録画ができるように
なったが，CELLレグザでは8チャンネルもの同時録画ができ，過去の番組を自由にさかのぼって視聴する
ことができる。
Trends in Toshiba TVs with built-in HDD recording function

録画機能内蔵TVを開発してきた（図4）。
放送中の番組を視聴中に別の番組を
録画可能とするための裏番組録画対応
から始まり，デジタル放送の二つの裏番
組を同時に録画できるW録 TM機能へと
進化させてきた。
CELLレグザ 55X1では，地上波8チャ
ンネルを同時録画し，既に放送された
任意の番組をさかのぼって視聴できる
“タイムシフトマシンTM”機能へと進化さ
せ，録画は予約して行うものという概念
を一新させた。

■ ネットワーク機能

ブロードバンド インターネットの普及に
より，映像コンテンツのネットワーク配信
が可能となっている。アクトビラTM（注2）や
ひかりTVTM（注3），TV版Yahoo！®Japan（注4）

などTV向けのIPTV（Internet Protocol 
Television）サービスも盛んに行われて
いる。
パソコン（PC）向けの映像配信サー

ビスはそれにも増して多種多様であり，
Webブラウザを使用してアクセスするも
のが多い。

TV番組には様々なタイプのコンテン
ツがあり，コンテンツにとってより適切な
音響効果や低音増強，音声明瞭（めい
りょう）化などを自動的に制御すること
で，聴きやすく臨場感あふれる音質が
得られる。
当社では従来から番組のジャンル情

報をもとに自動的に音響効果を最適化
する“おまかせドンピシャTM高音質”を
搭載してきたが，CELLレグザ 55X1で
は，Cell BEで音声信号をリアルタイムに
解析し，音響効果を適切に制御すること
で，一つの番組の中でもそれぞれのシー
ンに合わせた最適な音質を再現できる。

TVの高機能化

■HDD録画機能

TVに録画機能を内蔵すると，ユー
ザーのつごうに合わせて好きな時間にタ
イムシフトして視聴できるようになり，大
変便利である。当社ではHDD内蔵TV
だけでなく，市販のLAN-HDDやUSB 
（Universal Serial Bus）-HDDを増設す
ることで容易に記録容量アップを図れる

（注2） （株）アクトビラが行っている，デジタルテレビ情報化研究会のネットTVガイドラインに準拠して
いる情報コンテンツと動画コンテンツの配信サービス。アクトビラは，（株）アクトビラの商標。

（注3） （株）NTTぷららが行っている，光ケーブルをTVに接続して多チャンネル放送やビデオ作品，カラ
オケなどを楽しめるサービス。ひかりTVは，（株）NTTぷららの商標。

（注4） ヤフー（株）が行っている，デジタルテレビ情報化研究会のネットTVガイドラインに準拠してい
る動画コンテンツの配信サービス。Yahoo!は，ヤフー（株）の登録商標。
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（注5） DLNAは，Digital Living Network Allianceの登録商標。
（注6） HDMI及びHigh-Definition Multimedia Interfaceは，HDMI Licensing， LLC の商標又は登

録商標。
（注7） ブルーレイは，Blu-ray Disc Associationの商標。
（注8） TMDSは，Silicon Image， Inc.の登録商標。
（注9） x.v.Colorは，ソニー（株）の商標。

一方，家庭内でもLANによるホーム
ネットワークが普及し，DLNA®（注5）を
使って機器間で映像音声をやり取りする
ことができ，録画機で記録した番組を別

の部屋のTVで再生することもできる。
AV機 器どうしの 接 続 方 法も，

HDMI®（注6）（囲み記事参照）によるデジ
タルインタフェースが普及し，接続され

HDMI®

ハイビジョンTVのインタフェースとして

必須とも言えるようになったのがHDMI®端

子である。伝送劣化のないデジタルのイン

タフェースであること，映像と音声の同時

伝送ができケーブル1本で接続できること，

CEC （Consumer Electoronics Control）

と呼ばれる機器間の制御連携動作が可能

であること，及びHDCP（High-bandwidth 

Digital Content Protection）と呼ばれる

著作権保護機構を備えていることから，

TVをはじめ，ブルーレイ （注7）・DVD機器や

PC，AVアンプなどでほぼ標準的に採用さ

れている。

HDMI ®は，TMDS®（注 8）（Trans i t i on 

Minimized Differential Signaling）と呼

ばれる非圧縮の高速デジタルインタフェース

を用いており，映像の圧縮伸張を行う

コーデックが不要のためLatency（遅延）

もほとんどなく，電気回路も比較的簡単に

できるため低コストで実現できる。

HDMI®規格のバージョンアップとともに，

Deep Color（10/12/16ビットの色深度）や，

x.v.ColorTM（注9） （拡張色空間），Auto Lipsync

（映像音声の遅延差を同期する）機能，

ハイビットレート圧縮音声信号の伝送など，

性能や機能を拡張してきた。

最新のHDMI-1.4規格では，3D映像の伝送

フォーマットや4K2K （約4,000×2,000画素）

解像度に対応している。また，逆方向の音声

伝送ができるARC （Audio Return Channel）

や，HDMI®ケーブルの中でLAN機能を実

現したHEC （HDMI Ethernet Channel）も

規格化している。更に，Content Typeを

表すフラグを伝送することで，映像コンテ

ンツに最適な画質に自動調整する機能も

実現できる。

HDMI®規格
（発行年月）

V1.0
（2002/12）

V1.1
（2004/5）

V1.2
（2005/8）

V1.2a
（2005/12）

V1.3
（2006/6）

V1.3a
（2006/11）

V1.4
（2009/6）

最大伝送
速度

4.95 Gビット/s
（TMDS®クロック165 MHz）

10.2 Gビット/s
（TMDS®クロック340 MHz）

コネクタ Type-A ミニコネクタを追加 マイクロ・ 車載
コネクタを追加

ケーブル カテゴリー１（スタンダード）ケーブルだけ カテゴリー２（ハイスピード）
ケーブルを追加

HEC対応
ケーブルを追加

映像系 1,920×1,080画素まで Deep Color対応
x.v.ColorTM対応

3D対応
4K2K対応

音声系

IEC 60958
IEC 60937

L-PCM最大8チャン
ネル（7.1チャンネル）

DVD-
Audio対応 DSD対応 ハイビットレート圧縮音声

信号伝送 ARC対応

制御系 CEC CEC
規格修正

Auto Lip 
Sync対応

CEC
機能拡張

HEC対応
Content Type

対応

IEC ：International Electrotechnical Commission（国際電気標準会議）
L-PCM ：Linear Pulse Code Modulation（非圧縮パルス符号変調）
DSD ：Direct Stream Digital（SACD（Super Audio CD）などで使われている符号化方式）

図A．HDMI®規格の主な進化̶規格のバージョンアップを重ね，より高画質映像やより高音質な音声の
信号伝送ができるようになっただけでなく，HDMI®ケーブル1本で手軽に取り扱えるよう新機能を取り込
んできた。モバイル機器や車載機器などへ対応範囲も広がっている。

ARCの使用例
・ケーブル1本でTV受信
 放送も本格オーディオシステムで聴く

HECの使用例
・ケーブル1本で周辺機器もネットワークに接続
・TVで録画した番組をブルーレイへダビング

Content Typeの使用例
・写真やゲームといったフラグを送り，
 最適な画質モードに自動調整する

4K2Kの高解像度な写真を
TVの大画面で見る

3Dのブルーレイを見る

ブルーレイ
レコーダ AVアンプ

デジタル
スチル
カメラ

TV

HDD

放送

インターネット

スピーカ

図B．HDMI-V1.4の新機能̶ 3Dや4K2Kの映像信号が伝送でき，より臨場感のある視聴環境を作るこ
とができる。LANケーブルやデジタル音声ケーブルの機能を取り込み，HDMI®ケーブル1本ですっきりし
た配線ができる。画質を自動調整する機能も実現できる。

たAV機器をTVリモコン一つで操作で
きたり，機器間の連携動作もできるよう
になった。
当社は，アクトビラTMやひかりTVTM，

TV版Yahoo！®JapanのIPTVサービ
スに対応し，またWebブラウザ機能や
DLNA®にも対応したTVを開発してき
た（図5）。
CELLレグザ 55X1では，同様にIPTV
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サービスやDLNA®に対応できるととも
に，WebブラウザにOperaTM（注11）を採
用し，Adobe® Flash®（注12）のプラグイン
に対応することで，Webサイトへの適応
性が格段に向上し，YouTube®（注13）と
いった動画サービスにも対応できるよう
になった。

■ ユーザーインタフェース

TVが高機能化し，単に放送を受信
する機器から多様な機能を持つ機器と
なったことで，使いやすさがより重要に
なった。
TVで視聴するコンテンツも，放送だ

けでなく録画済み番組やインターネット
コンテンツなど多彩になり，膨大な数の
コンテンツを扱えるようになっている。

番組表やリスト表示といった従来から
のユーザーインタフェースでは，見たい
番組を探したり，選択すること自体が
ユーザーの負担となってしまうため，単
に操作性が良いといった視点とは異な
る，見たいおもしろい番組が簡単に見つ
かるコンテンツ指向のユーザーインタ
フェースが求められる。
CELLレグザ 55X1では，メタデータ

（データの付加情報）を利用して，視聴
中の番組やユーザー指定の番組から関
連性の高い番組を優先して提示するこ
とで簡単に見たい番組を見つけることが
できる“ローミングナビTM”を搭載した。
またタッチパッド式リモコンを採用し，

より直感的な操作性を目指した。

ソフトウェアで
更に進化するTVに向けて

TVが単なる放送受信機からネット
ワークや各種メディアに対応し機能拡張
するなかで，TVで使用するシステムLSI
もCPUの性能を年々向上させてきてお
り，それに伴いソフトウェアの重要性が
ますます高くなっている。
ディスプレイ技術や映像処理技術の
進歩により，TVは今後ますます高画質
化していく。立体視可能な3D（3次元）
TVやより高解像度な4K2K（約4,000×
2,000画素）ディスプレイもあり，これら
に対応するTVでは，新たな映像処理
技術や新機能が求められる。
ネットワーク技術やストレージ（外部

記憶装置）応用技術などもますますTV
の機能として取り込まれていく。
Cell BEを搭載したCELLレグザ 55X1
はソフトウェアを更新することで，柔軟
に高性能・高機能化することができる。
今後も，ソフトウェアで進化するTVに
向けて，更に技術開発と商品化を推進
していく。

（注10） （株）NTTぷららが運営していたインターネット回線を利用した映像配信サービスで，2008年7月
にひかりTVに統合された。4thMEDIAは，（株）NTTぷららの登録商標。

（注11） Opera Software ASAが開発したWebブラウザ。 Operaは，Opera Software ASAの商標
又は登録商標。

（注12） Adobe Systems Inc.が開発した，動画やゲームなどを扱うための規格及びそれを制作する同
社のソフトウェア群。Adobe，Flashは，Adobe Systems Inc.の米国及びその他の国におけ
る登録商標又は商標。

（注13） Google Inc.が提供する動画配信サービス。YouTubeは，Google Inc.の登録商標。
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図5．東芝TVのIPTV対応̶早くからTV向けのインターネット動画配信サービスに対応してきた。 サー
ビスの種類も増えて，多様なユーザーの選択肢に応えられる。
Trends in Internet Protocol (IP) TV functionality of Toshiba TVs


